
「新しい学校生活 Ver.2」です 

国・県の方針を基に本校の「新しい学校生活様式 Ver.2」を作成しました。ご理解ご協力をよろしくお願いします。 

これまでとの変更点は太字に下線を引いてあります。                           令和 2年 7月 3日（金） 

５ 

つ 

の 

徹 

底 

１ 登校前の検温と健康観察 

  ・ 発熱・体調不良（同居家族も含みます）の場合は登校を控えてください。（出席停止扱いとします。） 
２ マスク着用 

 ・ 基本的にはマスクを着用します。※熱中症などの健康被害が発生する可能性が高い場合はマスクを外します。 
３ 「３つの密（密閉・密集・密接）」回避の徹底 

 ・ 全ての場面でお互いに適切な距離を保ち、密接・密集しません。 

 ・ 全ての場面でお互いに向き合わないように配慮し、大声で会話したりしません。 

  ・ 全ての場面で新しい生活を意識し、大人の対応・大人の判断をします。 

  ・ 小さな声でも聞こえる環境作りを意識します。 
４  手洗い等の徹底 

  ・ 手洗い・消毒をしていない手で、目・鼻・口等を触りません。 
５ 環境衛生管理の徹底 

  ・ 共用箇所（水道の蛇口、トイレ等）の消毒は原則教員が行います。 

登 

校 

① 登校前に検温し、体調とともに『家庭健康観察カード』に記入して持参します。 

万一、忘れた際には各学年の所定の場所で検温と健康状態の確認を行います。 

② ７：５５～８：１５に昇降口を通過し、教室の所定の場所に『家庭健康観察カード』を提出します。 

③ 登校時の服装は制服とします。密集でなければ、マスクは着用しなくてもよい。 

教 

室 

① 冷暖房を使いながらも、天候に応じて常に窓・ドアを開けて換気をします。 

② マスクは学校のゴミ箱には捨てません。落としません。 

③ 他の人の座席には座りません。また、教材教具の貸し借りはしません。 

授 

業 

① 授業のはじまりの挨拶は起立をせず丁寧な黙礼とします。 

② ペアやグループでの向かい合っての学習は可能な限り控えます。 

③ 発言は起立せず、着席のまま行います。 

④ 技能教科の授業は特別教室で行います。出入り口で手の消毒を行います。 

休 

み 

時 

間 

① 廊下・階段では接触を避けるために右側通行を心がけ、互いに向き合いません。 

② 手洗い・消毒を心がけ、感染防止の過ごし方を考えます。 

③ トイレや流しも密集しません。（スペース確保のテープを貼ります。） 

④ 冷水機は利用できません。 

⑤ 図書館は、座席を少なくする、貸出冊数を増やす、返却は各学年で行えるようにする、利用者を制限するなど感染予防対策を

講じて利用します。 

給 

食 

① すぐに手洗い・消毒をします。『給食当番衛生点検表』に状況を記します。 

② 給食当番が白衣を着用し、準備、片付けを行います。 

③ 全員が前を向いた状態で食べ、マスクをはずした状態での会話をひかえます。おかわりはできません。 

④ 牛乳パックはリサイクルしません。 

清 

掃 

① 通常の清掃を行いますが、会話は必要最小限に控えます。 

② 警戒レベル等が上がった場合は、週直清掃等に切り替えて清掃します。 

下 

校 

① 下校時の服装は制服とします。 

② 密集・密接・不要不急の会話・接触を回避し、速やかに下校します。密集でなければマスクは着用しなくてもよい。 

部 

活 

① 平日の活動は週３回程度とします。休日の活動も再開します。 ※①～④については７月３１日までとします。 

② １回の活動は平日９０分、休日１２０分程度とします。 

③ 当面の間、朝練は行いません。 

④ 活動は、「濃厚な接触」「３つの密」の回避をし、段階的に本来の活動に近づけていきます。 

保 

健 

室 

① 世の中の医療崩壊防止策同様、この時期の保健室利用は細心の配慮と思いやりを心がけます。 

② 体調不良の場合は先生に伝え、帰る支度をして保健室に行きます。（休養が必要な場合は、帰って休みます。） 

③ 体調不良者の付き添いはしません。 

④ ランチルームを第２保健室とします。 

⑤ ケガ等の対応は、保健室には入室せず廊下で行います。 

⑥ 休み時間に身長・体重を測るのは止めます。 

心ケ 

のア 

① 不安や心配があれば、遠慮無く先生方に相談しましょう。 

② 感染者・濃厚接触者に対する偏見や差別・いじめ、ＳＮＳ上の誹謗中傷は絶対に行いません。 

 


